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第六回 倫理審査委員会 議事録 

 

日時：2025 年 7 月 18 日（金） 

場所：オンライン開催 

 

出席者（敬称略） 

委員会 田中 尚人、宗田 聡、三谷 革司、濱田 太陽、小柴 智春 

事務局 山路 恵多、水本 歩、緒方 

 

【決議事項】 

第一号議案．腸内フローラ検査申込同意書の承認 

第二号議案．プライバシーポリシーの承認 

第三号議案．サービス利用規約の承認 

第四号議案．腸内フローラ検査サービス発売に関する承認 

第五号議案．遺伝子検査申込同意書修正の承認 

第六号議案．日本科学未来館 遺伝子レストラン企画の承認 

 

【議事の概要】 

 

第一号議案．腸内フローラ検査申込同意書について 

事務局から、腸内フローラ検査サービスの開始に伴い、新たに作成する検査申込同意書の内

容について説明を行った。 

審議では、主にサービスの目的、検査方法、解析結果の位置づけ、検査結果に反映する論文

や研究成果の基準時点、試料および個人情報の取扱い等の観点から確認および指摘があっ

た。 

これらの指摘を踏まえ、検査結果は医療行為や診断を目的とするものではなく、健康状態や

生活習慣を理解するための参考情報として提示すること、また検査結果に反映する研究成

果の基準時点については、利用者に誤解が生じないよう適切な表現に修正する方針とした。 

以上を踏まえ、腸内フローラ検査申込同意書について、全会一致で承認を得た。 

 

第二号議案．プライバシーポリシーについて 

事務局から、腸内フローラ検査サービスおよび遺伝子検査サービスに共通して適用される

プライバシーポリシーの修正内容について説明を行った。 

審議では、主に複数サービスに共通して適用される文書としての記載内容、個人情報の取

得・利用目的、問い合わせ先情報の更新等の観点から確認が行われた。 



これらの確認を踏まえ、腸内フローラ検査および遺伝子検査の双方に適用できる内容とし、

利用者にとって分かりやすい表現へ整える方針とした。 

以上を踏まえ、プライバシーポリシーについて、全会一致で承認を得た。 

 

第三号議案．サービス利用規約について 

事務局から、腸内フローラ検査サービスおよび遺伝子検査サービスに共通して適用される

サービス利用規約の修正内容について説明を行った。 

審議では、主に検査結果の提供時期、検査キットの取扱い、配送、返品条件、腸内フローラ

検査と遺伝子検査の双方に対応する表現等の観点から確認が行われた。 

これらの確認を踏まえ、各サービスの解析期間や検査方法の違いを踏まえつつ、複数サービ

スに共通して適用できる規約表現へ修正する方針とした。 

以上を踏まえ、サービス利用規約について、全会一致で承認を得た。 

 

第四号議案．腸内フローラ検査サービス発売について 

事務局から、腸内フローラ検査サービスの発売予定時期および開発進捗について説明を行

った。 

審議では、主に発売時期、レポート開示時期、データベース構築の進捗、解析体制、システ

ム連携、レポートシステムの開発状況等の観点から確認が行われた。 

これらの確認を踏まえ、データベース構築および解析スケジュールを考慮しながら、発売時

期およびレポート開示時期を調整し、必要なシステム整備を進めたうえでサービス提供を

開始する方針とした。 

以上を踏まえ、腸内フローラ検査サービスの発売について、全会一致で承認を得た。 

 

第五号議案．遺伝子検査申込同意書修正について 

事務局から、既存の遺伝子検査申込同意書の一部修正について説明を行った。 

審議では、主に検査結果の報告時期、chatGENE および chatGENE Pro の解析期間の違い、

問い合わせ先情報の更新、腸内フローラ検査関連文書との整合性等の観点から確認が行わ

れた。 

これらの確認を踏まえ、複数サービスの運用実態に合うよう、検査結果の報告時期および問

い合わせ先情報を修正する方針とした。 

以上を踏まえ、遺伝子検査申込同意書の修正について、全会一致で承認を得た。 

 

第六号議案．日本科学未来館 遺伝子レストラン企画について 

事務局から、日本科学未来館および東京都からの依頼を受けて検討している「遺伝子レスト

ラン」企画について説明を行った。 

審議では、主に企画の目的、参加者への検査実施方法、未成年者を含む参加者への配慮、検



査結果の開示範囲、遺伝子情報の位置づけ、同意取得の方法等の観点から確認が行われた。 

これらの確認を踏まえ、本企画では遺伝子情報を食の傾向を知るための参考情報として扱

い、参加者に遺伝子を身近に感じてもらうことを主目的とすること、また必要な項目に限定

して分析を行い、検査結果の開示範囲や同意取得方法に配慮して実施する方針とした。 

以上を踏まえ、日本科学未来館 遺伝子レストラン企画について、全会一致で承認を得た。 

 

以上 


